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～つなぐ～
喜多方市では古代文字（漢字）を活かした
まちづくりを行っており、『繫』は喜多方
建設事務所を表した古代文字で、地域との
繫がりを大切にし、地域の想いを形にする
姿をイメージしたものです。

○日 時：令和２年７月２２日（水） 午前９時３０分～
○場 所：一般県道新郷荻野停車場線（揚津地区） 公共災害復旧工事
○出席者：福島県立会津農林高等学校 １年生２４名

工事概要の説明を熱心に聞き入る生徒達

令和２年

8月3日掲載

Vol.２

＜復旧工事が進む揚津地区の全景＞

※今回の見学会は、(一社)福島県建設業協会の公益事業
として実施され、喜多方建設事務所が現地対応を行った
ものです。 今後も建設業に対する理解を深める活動を
推進してまいります。

・当工区では、地滑りにより被災した県道の復旧工法として、地滑りへの影響を抑え

るため、「軽量盛土工法」 を採用しています。
・会津農林高校の生徒達に、現場状況の視察と、実際に軽量盛土部材の設置
作業を体験 してもらい、地域の安全安心を担う建設業への理解を深めていただき
ました。

現場作業員の指導のもと床均し作業を実施
水糸通りの勾配を作り上げるのに大苦戦

約20kgの部材を慎重に設置

固定金具を設置し
作業完了

＜施工体験状況＞


